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2021年新しい時代が始まりました!
江口グループ　代表取締役社長　江口　充

けましておめでとうございます。2021年も江口グ
ループわくわく倶楽部ニュースレターをよろしくお

願いします。昨年は新型コロナウイルスというとんでもな
いものが流行り、想定外の1年を過ごされた方も多かった
と思います。今年は早くこれが収束し明るい希望がある1
年となることを願っています。

ロナが流行しこれからどうなっていくのか？中谷彰
宏さんの「コロナ時代をチャンスに変える新しい仕

事術」という本にいいヒントが書かれていたなと共感しま
した。ご紹介したいなと思います。

つ終息するんですか」という質問を、よく受けます。
それは考えなくていいのです。「いつ終わる」と考

えることで、すでに「待つ」という受け身になっています。
感覚としては、「これが終わって元の世の中に戻る」と思っ
ているのです。そうではありません。新しい時代が、すでに
始まっているのです。これは大きな違いです。用意、スター
ト、バーンの「バーン」が聞こえている人と聞こえていない
人とにわかれます。「いつ終わるんでしょうね」と言ってい
る人は、「いつ前のように戻るんでしょうね」と言っている
のです。これが終わって以前のような生活に戻ることをイ
メージしています。前の生活に戻ることはないのです。

れと似た現象が明治維新の時にもありました。明
治維新が始まって最初の10年間は、「大政奉還で

何かしたようだけど、そのうちまた武士の時代に戻るに違
いない」と思っていた武士が大勢いました。彼らを西郷隆
盛が率いて西南の役になったのです。一方で、海外を見て
きた連中がいます。日本は江戸時代の間に、世界の中で
260年間、時間が止まっていました。すぐになんとかしない
といけない状況です。攘夷とか、ちょんまげとか言ってい
る場合ではないのです。海外に行った連中は、世界の時間
が進んでいる間に自分たちの時計が止まっていたことに初
めて気づきました。ここで差がつくのです。今も同じです。
「これが終わったら前のように戻るんじゃないか」と期待し
ている「ちょんまげ」の人がまだいるのです。

の生活には戻りません。今の状況を楽しんだ者勝
ちです。やっと遅れを取り戻したのです。コロナに

よって、敗者復活のチャンスが来たのです。敗者復活のチャ
ンスを活かさないのは、もったいないです。政府を頼ろうと
しても、政府はまだ「ちょんまげ」です。保健所は、メール
で送ったものを手書きで書き直してファックスで送ってい
ました。日本では何十年も前から「IT立国」と言いながら、
いつの間にか何周遅れの国になっていたのです。IT革命は
国が起こすのではなく、自分の中で起こします。自分の中
で新しい時代が始まったことに気づけるかどうかです。社
会の意識革命を待っていたのでは間に合いません。自分の
意識が変わることによって、社会の見え方が変わってきま
す。これが大きいのです。社会を変えようということでは
ありません。自分の意識を変えれば、社会の変わってきた
ところに気づきます。「あの会社は、もうこんな取り組みを
している」と思えるのです。自分の意識が変わっていない
と、世の中の遅れているところばかり目につきます。「みん
なは、まだこうしている」としか思えなくなるのです。世の
中は、「遅れている部分」と「進んでいる部分」があります。
進んでいる部分から置いてきぼりにならないように頑張る
のです。これがその人の時間感覚です。遅れている人を見
るのではなく、進んでいる人を見ておくことです。「元へ戻
ることを期待する」という感覚が、すでに違うのです。

しいこと」に『耐性』がないと、イライラしてしまい
ます。耐性とは、変化に対して適応していく力です。

「新しいこと」に耐性をつけるには、常に何か「新しいこと」
にチャレンジし、それにふれるしかないと思います。これは、
何歳になっても同じです。新しい「SNS」「アプリ」「携帯」「ガ
ジェット」「本」というモノや情報、また、新しい「人」という
世代を超えた人間関係など。これまでにない新しい世界と
ふれ合うことです。今のコロナ禍では遠くへの旅は難しい
が、近隣のちょっとした旅は可能です。それをマイクロツー
リズムといいますが、自宅から1時間圏内の地元や近隣へ
の観光のこと。新しい時代が始まりました。いくつになっ
ても…「いつもと違うこと」にチャレンジできる人でいたい
なと思います。

じょう い



代目の江口グループ現場だより４

921年1月に小松市殿町で創業した江口組はお陰
様で今年創業100年を迎えることができました。

これも関係者の皆さん、地域の皆さんのおかげだと思い
ます。創業以来土木、建築工事を仕事として地域の発展
のために頑張ってきました。これからも創業の想いをしっ
かりと持ち、この地域の発展のため、そして皆さんの安心
安全な暮らしを造り笑顔あふれるまちづくりのために社
員心を一つにして頑張っていきます。これからもよろしく
お願いします!

れに大掃除をしていた時に初代が着ていたと思わ
れる法被が出てきました。おそらく昭和初めの頃

のものだそうです。このタイミングにこの法被と出会えた
ことは感慨深いものがありますし、気持ちが引き締まり
ました。100年、100年と言ってもなかなかその歴史を感
じることはなかったのですが、こうやって目の前にその歴
史を感じるものが出てきて気持ちが引き締まります。そし
て感動しました！この重みをしっかりと受け止めてこれか
らしっかりと気持ちを引き締めて頑張っていきたいと思
います!!

年の11月から江口グループの作業服が新しくなり
ました。創業100年を新しい作業服で迎えたいと

いう想いがあり、社員みんなで相談し色、デザインを考え
ました。

う人に「かっこいいね～！」って言ってもらえるのと
一緒に、「その胸のEGSTって何？」って必ず聞か

れます。EGSTとは、江口グループの理念です。江口グルー
プの理念「和の力で輝く心が、みんなの笑顔と有難うを
創造する」です。この笑顔と有難う。SmileとThank you
の頭文字のSとT、そしてEguchi GroupのEとGを組み合
わせてのEGSTです！

GST」を胸に刻み、江口グループの経営理念にあ
る笑顔と感謝を輝く社員が一丸となって和の力で

創っていこうという想いを作業服に込めました。この文
字があることで気持ちが引き締まります。しっかりとやら
なくちゃいけないなという思いにさせてくれる新しい作
業服です。カッコばかりがよくなるのではなく、しっかりと
自分たちの理念を実現するために、この新しい作業服で
心機一転頑張りたいと思います。

１ＯＯ年の歴史が詰まった法被

カッコいいです!

「Eguchi Group. Smile & Thank you」

胸に刻んだＥＧＳＴ



012カレー王子の
カレーメー

ター

なさん、こんにちは！CHI
KACO姉さんこと総務部

の庄源知加子です。この度【デ
ミーとマツの土木広報大賞】
キャラクター・グッズ部門で
優秀賞を頂きました。全国か
ら119件、名だたる顔ぶれの
中から選ばれたことはとって
も嬉しいです。ありがとうございます!

月18日（土木の日）にリモートで授賞式が行われ
ました。受賞者スピーチは、ドキドキしすぎて、も

う覚えてないです（笑）
長の想い、会社の行事や現場、社員のこと、そして
採用に関しての発信をするという会社においてと

ても大切】と常に思い、考え、この土木広報大賞を頂いた
ことを誇りに、これからは建設業界全体のことを楽しく、
カッコよく、そして可愛く土木の魅力をたくさんの人に伝
えていきたいです。そして、将来建設業で働きたいと思っ
てくれる若い人たちが増えてくれることを願ってます。

今月ご紹介するのは「トンカツ定食」です。アルバ

の定食はどれも美味です。その中の１つトンカツ定

食は肉厚ジューシーなトンカツ。味も大きさもボリ

ューミーな逸品です！このトンカツを食べるとアルバ

のカツカレーが美味しい理

由がわかります！トンカツカ

レーもオススメですが、トン

カツ定食もぜひご賞味く

ださい。

カレーの市民アルバが高校生の
時から大好き過ぎて、お店に許可
なくFacebookページを作って投稿して
いたら、いつの間にか「カレー王子」と呼ばれる
ようになりました。アルバのカレーが大好きなカレー王子が
メニューを紹介するコーナーです。よろしくお願いします。

アルバが大
好き

カレー王子

肉厚ジューシーな

トンカツ定食(^ )̂

かっこいい作業服に

なりました！
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  お店を紹介、みんなに知ってほしいこと、

ご意見・ご感想などがございましたら

ご連絡下さい!

明けましておめでとうございます。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。
新年最初は“今年の意気込み”です。
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